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瀬魚一本釣漁業試験
 岩倉栄、 東郷庄三郭

.主旨

 大島郡近海に於ける瀬無一本釣漁業はかつお一本釣漁業に次ぎ第二位0)生産高をあげている

 が板付船による小規模なも0)が多く漁場も沿岸に定着している。しかし近時度興事業により建

 造された10,20屯0)漁船0)増加に件い沖合出漁0)傾向にある0)で継騎して該魚業を実施し、漁
 具0)改良、未知漁場0)調査、その他、魚探1取扱0)指導等を打つだ。

ぷ 第1次 第2次 塁:3次

期間

使用船

従業人員

 昭.32.11.22～12.4

 かもめ丸19.59屯.50馬力
103型魚探機

調査員岩倉船員9名

 漁具前年度と同櫛典7鉢

餌料  冷凍いか16〆.万ぱ26〆.ほしが
 つお10〆.めぢか4〆

砕氷4.5屯

漁獲量

計 56〆

 ほたその他132〆400(給与3〆
 100を含む〕(44,580円)

昭.32.12.8山12.23

全主

調査員12.8-12,12岩倉

全 左

 1214.1223東講員・名」
 宇合～東し、カ、30〆.め・らカ、36〆ア50
 言f66〆ア50

5.5屯

 昭.33.1.28・一2.11

全主

調査員岩倉
船員1.28^2.39名

2.4一一2,118名

会左

 冷凍いか30〆.そうだがつお
 28〆許58〆

4.5屯

 ほたその他111〆ア00(給与3〆;ほたその他73〆550(給与2〆
 800を含む)(48,0ア1円)  1310を含む)(33・棚)
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記事

第一衣航海

 ユエ月22目ユ5-20.箆児島出港.臥蛇西ぞねに向う。

 23目'04-OO時.化0)ため日永良部島入港。1

 24目、25日過泊0)まま。

 26目12-50口永良部発.島影を操業するも漁たし。15-15見込たく臥蛇西ぞねに向

 う。

 27日0.7-30より臥蛇西ぞね170尋附近を操業.中型チビキ、俊つぽつ上る。ユユーOO

 魚探コンバータr故障。)ため復旧見込たく、魚探利用を断念、引続き附近操業
 ユ20尋内外で大型0)ボクよく釣れ.る。ユ3-OOユ30辱に目受投入こ0)附近で500

 -800匁0)ホタ20尾余りを釣る。17-30餌付止り操業止め目受にか㌧る。

 28目OS-30より昨日附逓曝業1漁たく時化もよ1うとたり、09-45操業止め、ユフー45

 中島仮泊。

 29日03-30中島発権ぞねに向う。08-00より権ぞねにて操業するも漁芳しくたく。

 (荒瀬多く漁真一組損失)ユ5-3α止め、19-35中ノ島仮泊。
 30目申ノ島・避泊一

 12月1日05-45中ノ島発、03一う0より芽瀬操業,餌付緩1景,ユ6,25止め。]7-30ロノ島
 仮泊、

 2日06-30より、ロノ島周辺調査するも漁僅か。ユ6-30凸ノ島仮泊。
 3日05-30ロノ島発、08-00より、平瀬操業、見込たく14-3嘘児島に向う。

 4目07-OO.鹿児島入港。水揚。

第二次航海

 12月8日07-OO.蓮児島・発、時化0)ためユ8-50口永良部入港。

 9日ユ7-00口永民部発。

 ユ0目08-OOより屋島調査、ボク85星0)みユ8-OO宝.墨仮泊。

 11日04-10宝島発、08-00より大島薪ぞね、サントン岩調査、漁殆ん・どたくユ6-OO

 古仁屋に向う。

 ユ2日Oユー00古仁仁屋入港。

 ユ4日12-20古仁屋港.発、トンニミラ.岩漁場に向うも時化となり、ユ7-40亀徳入港。

 ユ5日過泊0)ま㌧。揮獲物売却。
 ユ6日04-OO亀徳発、08-10よりトンパラ岩NN週5～6浬附・近・操業、ホタぼつぼつ上

 乱午后†や好転しユ7-00頃迄餌付あり、ユ8-20陣場胤
 エフ目06-30揚錨、6トOOより昨日0)漁場たて操業、漁よくホタ上るも09-30機関故

 障にて漂流申0)機帆船を認め、連絡0)ため侠久に向う。ユ3-OO実入者、保安部

 え連絡、天候悪化0)ため古仁屋帰港口

 ユ8日時化、古年屋撃泊0)ま㍉
 ユ9目04-40古仁屋発、08-25よりト!バラ岩附近調査.潮流SWで速く漁芳しくた

 し。時化もよう0)た苧ユ7-0⊂操業止め、!9-30西古見、仮泊。
 20日08一ユ5西古見発、宝島に向う、時化0)ため操業を断念、18-20宝島仮泊。

 21目07-20時化0)ため宝島々影S週1,2浬附近を操業ロユ7-30臥蛇島に向う。

(本日漁具2組損失)

 22日07-GO芽瀬着、]OOm附近を調査するも餌付たし。そ0)后上ノ瀬操業、餌付一芳
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 しくたし。16-00餌付なく鹿児島に向う。

 23目04-25鹿児島入港。水揚。

第三家航海

 ]月28目03-50古仁屋発、Oト40よりトンバラ岩N瓦4㌻5浬附近操業、潮流SWで好漁

 たくホタ憧か0)み、ユト40亀徳に向う。19-25亀徳入港。
 29目時化避泊0)ま㌧。

 30目08-45亀徳発、ユ0-25より50ぞね調査、潮流殆んど停止し漁たし。午后NW0〉

 緩流とたりや、餌付あり、ユ8-30面縄沖投錨。

 3ユ日06-25面縄発、ユ0-20よりマグロ・そね調査、漁芳しくたく・11-4050ぞねに向

 う、ユ3-40よゆ50ぞね操業、ユ9-25亀徳入港。

 2月1目06-50亀一徳発..トンバラ岩附近調査、フグ多漁具0)切断多し。

 午后S瓦0)風雨強ぐたりユ6-15操業止め、ユ9-30瀬相泊。

 2目10-00瀬相発、10-35古仁屋入港。

 3目時化避泊0)ま㌧。

 4日03-05古仁屋発、08-OOより喜界SWユ0浬附近調査するも漁不振、他船も漁な

 きもよう、17-30操業止め、ユ9-00湾泊。

 5目05-30湾発、07-15より昨日附近調査、ユ3-00より湾W3～4浬調査、依然とし

 で漁悪く、ユ3-50操業止め、16-OO早町入港。(漁具2組損失)
 6目08-45より湾沖操業、夕刻喜界NW7～8浬調査、20-50早町入港。

 フ～8目時化、避泊0)ま㌧。

 9目05一ユO早町発、喜界NW5～6浬調査するも漁僅か、12-30醇なく名瀬に向う

 ユ7一ユ0名瀬着。

 10目水揚船多く水揚ぜず。

 ユ1目名瀬漁協に水揚、ユ1-30名瀬発、ユ7-25古仁屋入港。

後記

漁汎概要

一家航海

 本航海は臥蛇西ぞねを主眼に調査する予定であったが天候に忘れず好漁があったにもか、

 わらず孤蛇西ぞねでは一日しか操業出来なかった。叉魚探故障0)ため思う様に操業出来す28.

 日以后は勘による調査を余儀なくされた。

 臥蛇酉ぞねではユ20尋内外で大型0)ホタガよく釣獲さ札た。

二次航海

 好天に忘れ歩,後半は餌料g)鮮度が低下しそ0)ため餌付が悪かっ射ようである。叉19日ぼ
 潮流速く好漁はたかった。

三家航海

 50ぞね、は狭小で大型チビキが釣獲されることもあるが多くを望めたいようである。喜界島・

 逸海漁場は業者船も多数操業して1い湖洛船漁は芳しくたかった。

 亥に群島内に於ける瀬魚漁僕は主としてムロを餌料としているが量的に少く順調た航海が.

 出来たい0)で鹿児島根拠としてコ実施したか種々不都合を生じだ餌料問題も当地に於いては一

 大きた障害である。

 一2ユ6一



漁場図

記載例

操業漁場

 冒は屈業日呈示す

 縮尺506分〃/  (各・図ヒ毛)



岳煮榊

与路島
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 さんご漁業調査(奄美群島復興事業費による)

岩倉栄東郷庄三郎

一緒言

 大島近海は古くからサンゴ漁場としマ知られ良質0)サンゴを産することとそ0)産額で海外に名
 を知られ.ていた。即ち明治末期から善業するも0)があり、昭和初頭に喜界島及本島近海で盛んに

 成績を挙げ、降って復帰後0)昭和29年及30年には徳之島近海に新漁場が発見一され多大0)成果を挙
 げ本群島経済救済0)福音とも喧伝さ札た0)であるが、之とで過去3年0)間0)採取によって資源は

 著しく減少したも0)0)ようで・漁獲は著しく不振どたり・今や隷漁業は岐路に立たされ1た苧≒な
 った。

 従って新しい漁場0)発見.ということが今後0)大きた課題として残された0)であるか、ここに捨

 いτ当分場てば斯業0)衰微を未然に防止し、併せて奄美サンゴ0)声価を維持すべく昭和32年度か
 ら、薪漁場探索を主眼として本調査を実施することとした。

 萄本調査実施に際して技術的た面で種々御援助を戦いた高知県川内一幸氏に深く謝意を表しま

 す。

 二夫島近海1に於けるサンゴ漁業の招革

 (工〕滑革

 犬島郡近海に於けるサンゴ漁業は明治43年から45年に且つで当時0)大島々庁試験船で試験を
 実施した0)が始まり0)ようである。即ち明治43年徳ノ・島.鹿浦河で桃色サニ/ゴ0)落樹を、越えて

 45年には桃及赤0)枝サンゴを採取している。民間に巻いて風大正2年以降2.30)経営者を見た

 が、何れ一も無経験と経費0)関係上失敗している。昭和9年3月に至り「サンゴ採取船主大島郡
 組合」が設立さ牝喜界島大島近海で操業し大いに成果を挙げた0)であるが、こ0)好況に乗じ該
 漁船0)増加が著しく、一時は65隻0)多きを救うるに至り漁場は荒廃し、為に比較的遠征操業0)
 自由た部外船は遠く沖縄台湾にまで進出したが経済的に遠征0)困難た郡内業者は不振0)状況に
 おかれた。そこで専ら薪漁場発見を目的とし、昭和ユO年郡内業者からたる奄美サンゴ探検探
 取組合」を設立、昭和15年頃迄事業を継続し.可成ゆ0)成鎮をあげた,そ0)日米戦0)進展に伴
 い資材難0)ため経営皆無とたるに至った。

 戦後本部は米軍占領下におかれ2,3着業するも0)もあったが復帰後0)昭和29年頃より再び
 本格的.こ夜活し現在に至った,即ち29年には鳥島そねに好漁場か発見。され、これを主漁場とし

 τ計400〆(1,200万円)を、叉30年産には億ノ島南方まぐろそねが靴急場としで浮び上り

 ユ,300〆(6680万円)、31年産は],ユ54〆(7,583万円)を水揚し℃捨り、奄美サンゴ声価を高
 からしめるに至った,レかしたがら32年藍は291〆(2,258万円)に過きず、薪漁場発見か要望

 されたにもか、わらず、発見されぬまま現在に至った。

 (2〕試験船操業0)概要

 前記0)如く明治43～45年、当時大島島序試験船をもって徳之島近海0)調査をしていポ(詳

 細た記録たし)、そ0)後大正ユ1年には分場に篤いて調査を実施徳ノ島南方まぐろそねで桃色サ

 ンゴ0)大樹を探1取し,当時話題をにぎわしたようであるが,遺憾だがら該漁場が資源的に有望

 である処迄確認するには至らたかった。

 爾来30数年を経た昭和30年、当時0)漁汎を手がかりとして業者船が調査を実施、此処におい

 て始めで新漁場として取上げられた0)であるが、思うにまぐろそね産0)サンゴとは正に30年振

 り0)翅逓といケベく、誠に感に堪えたいも0)がある。
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 (3〕漁場0)概要

 従来0)調査による各漁場9)概要軌茨0)とおりである(業者より聴1歌せえも0)で、こ0)船によ
 り試験的に調査された漁場を含む)

 A、喜一界島南部漁場主として桃色サンゴ、昭和9年発見。され、発見後2,3年0)間極めて活
 況をしたが,現在不振。サンゴ0)発育良好と云う。

 B、.島島そね空として赤サンゴ、稀に桃色サンゴ0)小樹あり、昭和29年発見、31年迄好況、

 現在不振。

 C;まぐろそね昭和30年発見、主として桃色サンゴ、良質0)大樹を産するも32年が峠0)感あ
 り。

 D。'大島薮そね大島薪毛ね0)東端120尋0)地点より更に東へ3浬内外航走した位置170尋)
 で桃0)申枝2本(品質慶良)を扶敢した1=とがある。こ0)附近は潮流が比較的遼く操業困難
 'である。

 l1驚着練1亟"∴パ1
 舳榊の落木燃れた㌢.㌢
 ととがある。旧

 1驚1∵"∴外。
0島

 小樹多し、そ0)他0)漁場。男ぞ誉

 億続㌶幾ぶ紬二㍍㌘
 あ巻。率〆帽

 。が〃.帽
 M、屋久新そね有望と思われるが潮

 流速い海域である。

三調査方法

 (1〕使1用船試験場所属試験船カ、もめ呪(ユ9.59屯5嘱カ)NEC103型魚探機,25W無線電
信機装備

 (2〕調査海域別区0)とおO
(3)期間

 第ユ弐航海

2
3
4
5
6
7
8

昭和32.5.23

 .6.4～6.]ユー

 6.ユ9～6.23.

フ.4∴7.ユ0

 7.エフ～フ.2ユ

7.25㌻.7,30

 8.ユ～8.5

8,248.27
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99.ユ89.2ユ

10ユO.4ユO.9

 (ω託無一・具別図0)とおO

 (5〕漁獲量赤サンゴ(クズ生,枯木)398匁,桃色サシゴ(枯木)7匁
 く6)漁法0)概要

 漁場に至ると潮流を勘案して潮流に流され1て漁具が確実に目的0)海底に達する様操船し適当

 た位置で機関後退と同時に船首方より順次漁具を投下する。ロープ0,長さは石カ:海底に達する

 程度とし余り余疏を.与えたいようにする、さもたいとワイヤー或はロープが岩礁にか㌧り漁具

 を損傷するおそれがある。漁具か海底に達すれば機関はストップ廻転0)ま㌧圧流されるに任

 す。投網は潮流友風向から判断レて左右舷0)何れかを選ぶ、曳網中漁具が.岩礁にか㌧れば船は

 停止するがそ0)場合は機関全速後退を友し、たおは参れぬ場合は、はすれたい漁具にブイを何一

 しで投入し、他0)漁具を曳いたま㌧流れ、一操業後で揚げる。急潮時には漁具が海底に達しに
 くく余分にロープを投入するか、か、った場合目:はすれにくく.,こ0)場合は漁具数を減する等

 0)方法を構ずる。

 上記0)如く本漁業は潮流と風とに影響され、二重潮0)場合船と漁具0)圧流方向が異り漁具が

 海底に達ぜず,又潮流と鼠とが逆行した場合も二重潮0)場合と同じ結果どたり操業不可能であ
 る。

 揚網要領は別区0)とおり。

四調査経過

伽出漁迄0)諸準備概要

 31年産がもめ丸を改修.網捲揚用ローラーを取付け、引続き属具一切を用意、漁具作製を絡

 り5月23日佳用村沖合で操業ローラー0)試運転を実施,準備を完了した。
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 (2〕経過

矧朋1 天候1 気温1 気圧1 風向力1搬1 1ねll 水温1 潮流 1月令 漁具数
{
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   記事操業回数及投網水深(尋)

    ローラー試運一1云(住用村沖合)一

    喜界南方漁場調査1ア0-180尋調査3回180,240.1ア0尋

    夕刻時化となり湾避泊/1日古仁園房港4ク170,180,/90.190

    喜界西フゴ100号線附近にて赤サンゴI小枝漁獲1ク10口

    喜界南.郁及SE10山5浬附近調査3ク1あ.175.190

    喜界北部調査2千170.170

    まぐろそね調査I3ク190,170.1ア0

    ク5タ./50.1ア0,170,160./90

    ク5ク160,130.1ア0,/70.170

    ク一

    .島島そね調査5タ'160.1ア0;170.1ア0.160

    ク一

    一一

    喜界SE調査2ク180./90

    ク.     I2ク19口.195
    大監新そね調査時化の為操業出来ずI一

    一

    まぐろそね調査4ク160,190.1ア5.180

    タ4}180,190,190.170

    4■190,185,190.18ロー

    タ,4φ190,185,190.170

    まぐろそね調査漁なし4ク.170,190,175.175

    ク7ク150,175,170.1ア0.1ア0,180.160

    飲料水タンク破損のだ測箒港一

    鳥島調そね調査赤ザンニ.暦、採取3ク115,130.150

    ク5}140,130.1101120,120

    ク漁たし5ク120,110,120.1'10.110

    クク2ク110./20

    島.爵そね調査4ク1;5-120,125・115

    時化、平土野泊一

    ク亀徳泊一

    漁なし(まぐろぞね調査)2ク180.1ア0

 
   
一

    :ク嶋島タク)2ク115.120
    j古仁屋帰港
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 (3〕調査方針

 主として従来探索されていたい漁場0)調査を目的とした。

 文調査と同時に漁場附近0)等深録図を作製0)予定であったが、本年度は実現を見す弐年産に
 是非実施したい。

 ω航海別調査概要

第一亥航海

 任用材沖コーラー試運転

第二家航海

喜界島南部漁場調査

 6月4目古仁屋発名瀬入港時化0)ため避泊

 9日～10日他船13隻と共に喜界島SlO浬附近調査、180尋附近調査するも漁たし。

 ユ1日豪雨、強風0)ため古仁屋帰港

 6月初旬サンゴ船が350匁0)桃色サンゴを採取してから新漁場として脚光を浴び、9.]0日

 0)2日間全船による調査が実施された0)である楓各船何等漁獲たく'未だに欧
 復して=いたいも0)0)様であった。

第三家航海

 6月一19日古仁屋発、喜界W100号線附近調査、赤サンゴ枯、クズ70匁桃色サンゴ枯木

5匁漁獲

 20日喜界南部漁場調査、他船8隻

 2ユ日早町S及S瓦沖(二家航海と同漁場及そ0)E)調査

23日古仁屋帰港

第四家航海

7月4日古仁屋発

 5～8日他船u隻と共にまぐろぞね調査。ユ60～ユ90尋附近で]3回操業するも漁獲たレ

 他船0)漁、3貫程度0)桃色サンゴを水揚ぜるも0)2隻。他は漁事不振

 9～10日鳥島ぞね調査、赤サンゴ生木18匁、桃色サンゴ枯木2匁、採取

 ]O目古仁屋帰港

第五家航海

 7月1フ日古仁屋発、嘉鈍岩南部100尋繍附近調査

 ユ8日向附近ユ80尋内外にて操業するも潮流悪く漁なし

 大島新ぞね言周査0)予定たるも時化0)ため断念

 2ユ目吉仁屋帰港

第六弐航海

7月25日古仁屋発26目時化亀徳泊

 7月29日先に平肪丸0)好漁せしまぐろぞね東部を調査するも山アテ見えず、漁なし

 30目時化どたり古仁屋帰港

第七亥航海

 8月!日古仁屋発、まぐろぞね調査

 2～3日引続きまぐろぞね調査

 4日一亀毛恵遅茎テ白

5目古仁屋避泊

第八家航海
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8月24日古仁屋発

 25～26目まぐろぞね調査。26目飲料水タンク破損0)ため古仁屋に向一う。

27目古仁屋帰港

 前航海平赫丸0)好漁した曾根は狭少0)ため既に漁たき模様、各船0)漁も・ようは、
 暇程産0)大木を採取したもの一隻、1貫程度0)も0)2隻、一般に同そねは狭く

 混乱状態どたり操業困難であった。

第九衣航海

 9月18目古仁屋発鳥島ぞね、調査

 19～2ユ日鳥島ぞね調査

 同漁場は赤サンゴ漁場で活況を呈した0)であるが、現在不振。

 水深120、ユ50辱に赤サニ/.ゴ棲息するも、サボテンは他漁場に比べて極めて多し。

 赤サンゴ生木ユ8⊃匁赤サンゴ枯木ユ30匁採取

第十家航海

 10月4日古仁屋発、島島ぞね。調査、山アテ判明せず漁なし

 5目時化0)ため平上野遊泊

 6目亀徳へ避航

 7目まぐろ曾模調査

 8日鳥島ぞね調査

 9目・古仁屋帰港

 五試験船調査による各漁場の概要

 (I〕喜界島南部漁場

 1二0)漁場ぼ32隼6月名瀬市0)一本釣漁船第3勝漁丸が錨泊0)際、錨に附したサンゴ網に350

 匁0)桃色サンゴ0)生樹が漁獲されてから注目を浴ぴ6月9～lO目0)2日間試験船外ユ3隻により
 調査された。結果は各船漁たく、枯木を若干探取した船が2,3隻あっただけであったが一時
 は薪ぞねか或は、旧漁場0)族復したも0)かとも考えられたが遺憾だがらそ0)両者何れゼもなく
 各船一時該漁場を放棄する0)やむたきにいたった。

 こ0)漁場は昭和9年、桃色サンゴ漁場としで発見され盛んに採取され活況を呈レているが、

 漁船0)増加に件い乱獲に陥いりユ1年頃には荒廃している。上記調査0)結果から見ると未だ復活

 しているも0)とは考えられない。

 漁場は喜界島南端からS6～10浬附近水深ユ80～200尋内外0)海域である。曾根N瓦部

 28㌧!1'N130統附近は水深170～200尋内外でサボテン、小石花礁0)纏絡も比較的少く、桃

 色サンゴ0)棲息している処に見られるというウミヒパが採取された。叉28㌧06㌧09'N,

 129。一55(59,亙附近は160～200尋内外で昭和9年頃0)漁場と推定されるが調査0)結果漁獲

 はたかった。こ0)附近1は=重潮がよく.見られる。

(2)早町東沖漁場

 28。一20'N130。一05'瓦附近220-330尋にして操業不能航走調査させる0)み。

 ㈲喜界北部漁場

 28L25'Nユ30㌧05'瓦附近ユ50～200尋であるがサンゴ漁場に見られるサボテニ/、ウミ

 ヒバ等は杢然絡らたかつ表・、潮流速く不規則た海域と0)ことで大して期待拙莱ないも0)と考え

 られる。

但)喜界西部漁場

 28。一50㌧29'N、]29。一51㌧52'瓦附近0)100号線寄り。赤サンゴ0)旧ぞねであるが大樹
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 0)獲れたことを聞かない。水深10Q尋内外、サボテン多く、赤サンゴも小樹0)み。

 (5)鳥島ぞね

 平土野NW16浬附近直径凡そ10浬0)曾根。昭和29単発見。され31隼迄活況を呈し過去3年間で

 推定400買か水揚されている。主に赤サンゴは殆んどがユ20,130尋附近で漁獲されているが

 稀にユ80尋内外0)深い溝で桃色サンゴか:漁獲されることもあった、サボテン0)多いことば近海

 0)漁場では鰭一で漁網の損傷が比較的多い、海底形状は140尋以深にたると起伏が激しいか:、

 ユ00～130尋附近でほ傾斜は緩やかである。潮流触WSW～WNWえ流れる0)か多く、僅かの

 例外を除き緩慢で漁具0)瀬か:かりは少くご0)漁場に限り、曳網申は機関1停止0)ままでよい。赤

 サンゴは大樹は殆んど見られず経5～10mm0)も0)から20m㎡程度迄である。こ0)漁場も過去

 0糠業により大体調査しつくされたも0).、様で、そ0)延長も或る程度探検されて為り多くを期
 待する0)は無理ではたからうか。

 {6〕まぐろぞね

 大体27ゼ20'～30'N、ユ29㌧129。一20`附近で、N瓦～SWに20浬内外、N瓦～S瓦に

 10'内外0)そね昭和30隼桃色サンゴ漁場ど1して発見され、30年度1,000貫、31年度ユ,000貫、

 32年度200貫(何れも概算)凡そ1億円ポ水揚されているが現在著しく衰えている。30～31

 年0)如く2～3貫0)も0)は見られナユ胃内外0)も0)かが多く稀に2頁程婁のものが採取された

 程度である。

 桃色サンゴは殆んどか180尋附遍に棲息している。鳥島ぞね0)如くサボテンぽ少く一部を除

 去多くは見られたい。.潮流は比較的速く叉海底も瀬が荒い0)で漁具0)瀬がかりか多く典鋼中機
 関後進により離礁することが頻繁咽そ0)ため殆んどストップ回転0)ま、である。従って漁具0)

 損傷0)多いことは近海漁場中最大ガある。叉こ0)漁場0)延長は更に瀬が荒い、まぐろぞねは上

 記0)如く何れ0)漁場よハ広大で賛源的にも卓越したも0)であったか:曾根0)中央部はもとより

 週辺に到るまで殆んどか調査しつくされた形である。延長漁場が1.2発見されたが何れも狭少
 なた幽旬日にして探りつくすという有様で、～=0)漁場0)持つ価値も既に峠を越した0)毛はない

 かと考えられる。

未予算

         節(叉は紬節)1予算額1説明1備考
         4旅費145,00口円'          1■
         普通旅費1価000調査員及船員旅整1
         9貫金60,000,
         臨時人夫賃60,Oコ0臨時漁夫給1

         11消耗品費384,000漁具(サ1ノコ'網・マニラロープワイヤー)記録紙文具その他I
         一■一一一■一一一一一.'■一一一■一一一一一一'一一一■一山一■一一一一一一^一

         12燃料費100,000船舶燃料.
         14印刷製本費4,000         1資料作製■
         16通信運儘費4,500電信料■
         '一

         33保険料1,2,500労災失業保険.
         計1=ア00,口00■
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漁具

 (い)東綱

 (ろ)〃

 (は)先細

 (に)枝

 (ぼ)環

 (へ)洗

(と)ち

 (ち)漉

網

綱

石

 マ三ラロ【プ3.3打4分3厘1丸

 〃4分2厘〃

 ワイ†一日ヴ2分をマ=ラロープ4分2厘で捲いたも0)、両端アイスプライス

 長さ2尋半

 マ星ラロープ4分2厘片側アイスプライス長さ1尋半2本

 マ昌ラロ・プ4分2厘二重にして長さ8寸2ケ

 3頁内外0)楕円形0)自然石を亜鉛メッキ1.2番線で図0)様に結付したも0)2ヶ

 マミラ目、'プ4分2厘を解き2子撫レぷす長さ7寸8本

 ラミー6番蛙股編4寸目(流網中古)200目標一尋切。200目0)目を拾いちを

 通す8枚用意
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漁具図

持目
ショートプライス

二室

1尺一2寸

 冒(2・媚)左拾5

 (と)勿取付ア方

 2固捲き差し込む
5尺

副漁具

ローラー



操業樋走国

債早
 3ケε用量

捲揚宰領

 凡イ列

作業員

 留助ピン

滑車

 左・舷吐リ膳く場合も同猟

正一流右向



喜界島近海預場図

反例

泣定業(一舗^^)
`遷島形吹禾腰)

 山場て}取他■`一続■キ〕
矛3麻秋屯権包
 丁シゴ床奴池口

 j{桑イt'1長月日



 山あて及海底形状  (特殊なもののみ)
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 徳え島近海漁場図

 πイ列

湖底調査位置

 山あて読取位置

雇案位置
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 ・七結び

 以上0)如く本年度調査0)結果新漁場は発見されず引続き1次年度0)課題、きして残されたが、喜界
 島南部漁場は未だ族復して⊃いたいも0)0)様で叉マグロ曾根、鳥島曾根0)周辺に一も好漁場は発見さ
 れたかった。マグロ曾根0)延長漁場は瀬が荒く漁具0)損失が甚レい。

 今年産0)水揚実績に:前年睡0)ユ/5内外に過ぎ多極めて不振であった。

 此処で云えることに粥・ロープ等0)損耗0)多い経営体壁フk揚高が多いということであえ。之は
 そ0)経営体か:資本的に強く操業回数も多く最大限に労働力む注入しているためと考えられる。従

 って薪曾根0)発見されたい限り当該漁場で引続曽操業するとす牝ば前記、資本技術及び漁船0)優

 秀性0)生産手段が合理的に結び何かたい眼ゆ才算はとれないも0)と考えられる。一勢い衣年度は就

 業船0)減少ということが考えられるか1、今や大島近海に於けるサンゴ漁業1:1危機に直面したも0)
 と云えよう。

 分場に於いて家年産辿調査を実施0)場合は今年建0)経験を基礎とし.、より合理的た調査が望ま

 しいも0)と考えられる。

 衣に所謂サンゴ漁場0)復活ということであるか:過去に於ける1.20)例を見ると次0)とおりで

 ある。

 即ち明治30年頃から活況を呈し一時,=:ユ.000余隻(地元船300隻内外)0)船が入り乱れて競争

 を演じたと云われる宇治群島近海漁場0)そ0)後0)模様であるが、昭和30年、当時蒐児島県南薩水

 産指導所0)試験船{おほとり、0)試験睡業によれば大体度活していたいようである。叉昭和9年
 頃好漁場として知られた喜界島南部漁場も、今年産、試験船を始め業者船0)懸命0)調査にもかか

 わらず生樹0)一本すら採取されすこれ叉、経過年数から見て当然ではあろうが、旧曾根及びそ0)

 周辺漁場0)街清に姥えられたいという状態である。

 特に近年操業技術は往廟に比べ蕃しく進歩し(魚探0)普及、.ローラ0)探痛等)今日0)漁獲能力

 を以ってすれぱ、まぐろぞね0)如き比較的広範た漁場でさえ毎年20隻内外が善業するとして僅々

 2～3年0)操業0)対称としかたらたいことを考えると、こ0)漁業0)持つ投機性に1枚あるかたと言

 わねぱたる・まい。

 叉漁船規摸を見ると平均15毛に満たない程楚であるが将来は船型を若干大にして幾らか遠洋性

 を持たせ、更に探検を強度にしたげれぱたらたいも0)と思考される。

附記

 ○珊瑚0)性状

珊.瑚0)分類上0)位置

 腔腸動物門→花虫綱(珊1瑚虫綱)→八放亜綱一→偽効目→珊瑚科(アカサンゴ、モモ色サンコ
 シロサンゴ、ミソサンゴ)以上0)如く.珊瑚は腔腸動物に属する。八枚亜網に属するも0)1::几べて

 群体生活を営んで拾り、群体0)中軸には堅硬匁石皮質0)骨軸を有しこれを支持体とレで基部ラ:国
 ヲ珍物体上に固着し岩礁に質入するか或は一どれが表面に繁聖している珊瑚0)生殖連続したも0)は、

 一兎海産植物0)如く、樹枯状を呈しており、卵は、海中叉は、胃腔内で授精され、単一0)個虫と
 なつて定着0)僕、芽生にて成する。食物は、小形。)浮漉生物を、触手をもって捕食する口

 珊瑚0)産地は一狭区域に限られ世界ではイタリー及本邦0)ニクI国といわれる。イタリーは古来
 赤サンゴ0)産出が:多かったが漁場狭少0)ため忽ち荒廃したかそ0)加工技術は世.県一差0)ことであ

 ポ日本においてフは土佐沖(主に赤'白サンゴ、桃サンゴ鉋沙し)、五島沖(主に白サンゴ)そ
 れに大島近海が主た漁場である。そ0)他小笠原、台湾にも見られる。

 棲息水深は音通数十尋から200辱に至り、甚しい0)は350尋0)深度に達するとともあるという。

 一23フー



 大島近海における場合は前述0)と潜りであるが大体赤珊瑚ユOO～ユ50尋、桃・色珊瑚ユ70～200辱と
 赴っている。

 H大島近海産珊瑚0)種類

 (工〕赤玉胡ヨ湖C⑤一aIIiu正匝ja至。亙icu正匝践ishi亙一01ユye

 群体は樹状を放し略一平方面内に尾状に分枝している。堅い骨軸0)外部には薄い外皮があレ
 外皮申にぼ多数0)珊瑚虫が共存している。棲息深度は桃色珊瑚よゆ一般に浅く骨軸は暗赤色を
 呈し、中軸は白く、堅硬なるため細工物に用いられる。

 (2)桃色珊瑚Co醐IIiumeIatiusRidliy

 赤珊瑚に似ているか末端部コI更に細かく分岐し、時として細枝楯癒合するとともある。そ0〉

 他構造ね=大体赤珊瑚に似ているが骨軸は赤珊瑚より淡色にして中軸は白い。珊瑚類中最も大形
 0)群体を生歩る。赤珊瑚よりやや深所に棲息し、より以上に珍重される。

 (3)自サンゴC0胴IIiumKo亙0JOi豚ishin0-1ユye

 分枝は糧で殆んど一平面内にあり、各枝0)末端は鈍く丸味を帯び近接0)も0)と癒合するも0)
 がある。色は黄乃至紅,前二種より淺所に棲息する。大島近海では従来極く僅かしか採取され

 ていたい。

(4)スカッチ

 白色を呈し、随所に淡紅色0)部分があ易。他は前三者に類似す。

 昌大島近海における過去0)珊瑚探集笑窺

 (工)戦前0)分については不明

 (2〕昭和29年8隻400貫12,000,O00円

昭和30年24隻1.2991言1309匁66,807,390円

 昭和31年31隻ユ,ユ54貫631匁75,835,825円

昭和32年13隻291貫415匁22,578,940円

(3)年度別各船別水揚状況

 029年度は不明

 ○昭和30隼褒許可10隻其0)他14隻

     船名1屯1馬力1員数金額
     〆匁円

     ム丸23.57ア0138,609ア,7ア6,450

     Bア.893081,5003,る93,000

     C17.204586,0003.73810コ0

     D10.954052,8212,702,250

     亙13.3040156,3038,59ア,860

     F20.66ア554,2コ。3,142,190

     G13.12ω91,8415,化6,450

     H12.鵯3036,5882,1口4,900

     110.503085,ア874,805,140

     J11.2240123,挑86.6291ア40

     14隻392,19218,461,410

     計24隻1,四9,30966.8071390
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 ○昭和31年度 31隻

 1名」

 C丸

 1〕ク

 正ク

 rク

11ク

 Iク

 Jク

I(ク

 1工,ク

 Mク

 Nク

ioク

lPク

Q4

エ{ク

 Sク

 Tク

 Vク

 wク

屯数

馬力

17.20
45
15.00
50
13.30
40
20166
751
12個36

16.31
る0
/1.22
40
23157
70
13.30
50
21.45
40

13.03

・51
1基30
21.14
ア0

11・80i
11ア21
501

1095,
110。。1

 赤色サン=一

頁数1

30
7.89

乱
501

 〆匁
141646

1,/ア7

20.895

11.526

8,674

14.554

21.498

24.891

41.316

20,018

19.838

18.735

5,628

1ア19371
19,707■

12,870

5円
17.185

26,5%

金額

円

299.330

17続0

556,砧口

224.850

165,400

333.850

4661520

656.000

6ア8.215

36ア'030

462.760

360.460

133.700

414.990

1,1ア7,450

250.500

209.320

494,9ア0

630,8口0

 桃色サンゴ.

 員数ド額
 。ζア絹
2/,220

30.321

7.002

20,470

3,6曲

59,1%

 83、ア58

81.152

49,935

8.089

37.003

161924

25,5%

32,579

15.803

13.323

12.783

14,510
円

2,281.690

2,306.100

3,349.980

6331730

2,539,300

205-950

41950,170

ア,09ア,910

ア,112,58n

4,360,000

664.710

4,089.900

2,181,ア00

2,072.200

2,80ア,200

1,925.500

999.170

835.760

1,086,600

 一{ケー山・ンコ■

員数1維額
 〆匁円

46

60

22

238

26

65

307

1皿11

49,ω0

10,000

20.000

102,2コ0

1.800

24,ア00

16,2口0

328,000

スカッチ

賛数

 〆匁
巧7

543

271

601

3.622

933

ア50

214

324

12口

410

83

288

金額

円

621700

55,300

31-200

37.200

226.500

108.700

46,000

16.9001
 24・仙1
71400

35,700

14.200

131000

 白サンゴ.

142

音数1
 〆匁

1蝸

127

110

340

115

211

275

183

金:額

13,的0

50

25『

円一

13.100

3,800

4,300

8.500

3.500

7.200

6,400

5,800

2,000

12,000

合計

員数1金獺
 〆匁
381889

23,鵬8

51.389

18.528

29,585

18,24r

81,8ア3

112.386

123,638

ア1,043

27.927

55.952

23.183

43.653

53,880

28.806

18.631

29,9魂

41,503

 】百
2,643.720

2,392.100

3,960.030

858.580

2,ア50,200

559.800

5,564.590

7,983,910

フ,908.495

4,804,13

1,127,4ア0

4,46ア1260

2,356,0口0

2,494,59口

4,354,150

2,192.200

1,221.490

1,330.730

1,743,200



心台

              Yク16.49               608,834101,80010,6ア21.0151000398,90010ア3、如019,6521,129,100
              Zク9.66               355,330/09,50061719390,75012,0495001250
              ろク18.25               5518,220414,69012,009629,54057841,311,94924,釦0642,6003218201,112,440
              は.ク19.96               659,355る25,5008,40ア931,360282,200953,60017188511262,660
              にク12.88               3514,509370,4706,408430,10020,917800,570

              ほク9.88               4013,476288,9507,0175701ω0/32湖026716.1001237,800201996885,75
              Xク11.67               308,618214,9504,3ア9捌,20012,99ア696,150

              合一詞.26隻400,9539,726,255612,82655,948,7002,423607,21011,169737,0002110880,4001,029,47967,099,565

              A丸19.44               ア5/5,3151,469,釦0
              児ク12.10               5022,4371,063,200
              Gク13.12               609,263472,5口。
              ITク19.00               ア037114921914側0
              し・418.69               5520,988817,16

              AGBV推20000定'2,000,[00
              合計5隻125,1528.7361260

              総言f'31隻1,154,63175,835,825



 ○昭和32年度 13隻

船

名

 A丸

C

D

H

J

K

I.

M

P
S

T
と

屯数1
馬力1
19.44
75

15.61
50

12.10
50

1ア.85
40

11.22
40

23.57
70

13.30
50

19.61
40

21.14
70

13.口3
35

16.31
60

13.30
40

11.67
30

合計

 桃色サンゴ

 ・数1金 額

 〆一
4.289

331

2.147

21291

24,949

38.602

43.841

37.520

13.935

22,492

24.916

26.583

17,1蝸

259,044

 gl:1集:1
88迎0

1ア9.500

1,952,600

3,122.260

3,633.260

3,021.590

1,443.600

 1,ア45,如0

1,635.240

2,138.0801

1,342.900

21,221,930

 赤サンゴ スカッチ. ボケ

員数1金 額  ・数1金額  ・数1金額
 〆匁
873

12.787

5,23φ

5.713

3,647

101

128

284

475

372

023

078

29,720

 1〆匁
49130口

如3湖01

237,700,

216・1801013
92,B00.

4.730

150

14,700

22'佃1

7週0

3,2コ01

8.9001

1,060,560

貫匁一

015

4,000,
083.4.5001

 。。。i
ド6・100≡060

229;18.300005
11

18416.500

11
294.14.500

 1:li8::::12西

2.241198,500-303一
」」

5,000

10.100

3,句0

 アア側0

%,釦0

 白サンゴ'

 〆数1金額

 〆匁

067

0化

1071

800

850

1,650

合計

 ・数1
 〆匁
5.162

13・1181
7'4011
 、:lll/
39,292

μ,203

3ア,988

14,41口

22,786

金額

951.900

4身0.000

330.900

4口0,蝸0

2,050,750

3,183.190

3,655・110

3,052.790

1,466.000

1,759,900

26.2921,809.440

 26・73412・1蝸口
 17・226-1・菊1側

291・415,22,578,940

 註30`・32年表申.船名は何れも経営者を現わし年により漁船の相違することあり

{1〕200

年度別水揚貢敬二反盆二類 貢

 ヨ。

80

ワ0

50

50

一〇

ヨ0

20

Io

 一隻卒ラ室{魚、老蔓量

 『宜

一一缶計寿旨'''一
10泰平方

 を'I'一計耐隻卑均
.他...一.
14

婁暫
岳一一一定一一一
合計(
 む.駈..
計亥31

芸.....艶一一む

 ○鼻ヨ1崖32j手
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 四サンゴ漁業経営体調査

 ○昭和30年度各経営体収支状況

船

名

 ム九

B
C

D

瓦
正
1
G

H

I
J

屯

馬力

麦

収入

 ア,ア76,価

3,393,00

3,738.000

2,702.250

8,597.860

3,142.190

2,404.150

2,104.900

4,805.140

6,629,740

1販手
250,Dコ

170.000

197,0⊇0

130.000

430.000

157,1口0

105.245

240,000

1燃料
450.00

210,Oコ

230.000

1%,230

458.000

2501920

1031700

1%,000

出

 網1ロープ
924,0口0

480,000

 “口,000

710.710

 1、釦0.000

455反
448,000

595反
646.000

638,600

蝸0.000

35丸

178.1001

1組,750

1食糧費
 d〕0100

220,Oコ0

1801000

187,800

195.000

307,900

45,拐4

15ア,000

1修繕料

50.000

100,000

4181000

34.268

145,000

,

傭船料
諸雑費

3001000
4低00

210.000
3価1000

305.000

180.000
142.875

885,000

91.267

1801000

1船鮒当
2,493.00

950.000

1,175,00

5アア,300

3,100,0口0

900,000

469,4ア6

1,368,000

5101ア,000

 2,搬,〔00

2,847.000

2,124.915

71266.000

2.2421020

1,664.390

2.9241600

差引利益

 2、ア59,450

ア58.000

891.000

577.335

1,331.860

90口,170

440.510

1,880,540

乗
組員

//

11
11

10

12

11
11
9

10

12

 註水揚高から販・売手数料(当初五.分を差引ぎ=分は経営者に還付された)を差引き経営者70%乗組員30%に、多分けする。乗龍.員の歩合けは船長撫携長2人前、機関

 長1.5人抑、フk実長1,3人前、油差し1.2人前、他は1人前。



 ○昭和31年9月20日現在

              船屯支出乗

              減却差引利益組
              名馬力収入販手燃料網目一プ食糧費修繕費諸雑費船員配当計員

              13.301,699反46丸130,000人
              I.505,523,0952%,15627617651.2551600300,5002刀,98061,1062431851,568,084.36210391,161,05613

              J11.2231326,990166,350299,4901、刃049158,69850,990601000

              409401500251,000214,186948,1823,089,3%237,59412              O1ア.302,700,145収入は販手34219801,ア408219ア,213134,745501000

              65差引後のもの1,346,5004ア5,600413,409459,5403,419,987△819,98ア14              M21.巧3,594,%0179,725298,3891,25139

              4087111502031000172,444227,5691.024135021976,62ア617160012              K23.575,990,610299,5341ア,0002,550ア2

              7021065,000432,0口。205,ア00122,500725,1501.70713005,9ア4,1816,42915              13.03一一
              N3511127,460381227108,260223180ア78,26637,5026910453001532855,639271,8215
              I16.3568,010収入は販手

              60差引後のもの146迎04001価133100019001000ア1,拐818190078,ア6ア41540613,088△45,Oア812              ⊥一一一一一一一一一一」」一一一一一一一一一一⊥皿L一一一一



 合成せんい漁具一設計仕立指導(奄美鵜復興事業費による)
 岩倉栄、東郷庄三郎

 ⇔主旨

 奄美群島復興事業費による補助事業で作製されたも0)であるが合成せんいであるため前集凌
 に引続き大島支庁と協力して漁具0)二取扱い法、設計仕立指導を実施した。

 H作製漁具及期間

    漁具期間1統数1所属
    (むろ)八田網昭32.9.25,10.41瀬戸内町諸鈍

    (ク)敷網ク9.27～10.21ク花菖

    (ク)建網ク10.14,11.81ク実久

    きびなご待網ク10.23-10,281ク.俵子島

    ク33.2.101ク西古見

    三重機建網3ク古仁屋

    ク1ク蘇州

臼指導要領

 合成せんい漁網0湖断法、縫い合はせ方、結節0)作り方、漁法0)概要そ0)他について指導
 した。

 ㈲設計書

 むろ敷網、きびたご待網、三重機建網は前年度に準す。

融八詞縄



 漁具の構造

 (1〕重要寸法仕立上り68x18k

 (2)漁具0准状漁具を水中に沈設して集魚灯隼より魚群を誘導し、四方より引上げて操業す
 る。

{3)漁具0)構成
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漁法

 灯船2隻で集魚ト隼群を沈設した網0)上に誘導
 して史上げる。

 ・漁場は水深20,30尋底質、砂

 ・操業人員50名内外

 ・綱舟陣無効力、糟漕
 ・集魚灯はオイルバーナー

 ・漁期フ～1月殆んどムロ、最高350貫程産

業囮



鰺建網
 漁具の楕抱

 ω漁具の性炊  海底に定置し須姻1二さリ魚j畔を誘一落人楓也い,省

(2)地

         名旅曽料太き目金梯冒'4長麦畏
         一〃'θ

         精細乃q〃■39ノ         ∫6jユ
         '∂8,コ

         駆ij8          '         ■

         ^!θ

         {

         ■■●`!f●θ
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         那頂矧止         '!
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         ,■●●4`“」4'4/!

         鰍綱'`'一

 綱地の配昼



沿岸資源利用加工試験

趣旨

 未利用0)ま㌧放置されている本群島周辺0)沿岸。資源0)利用活用に資するため利用価値0)面か

 ら有望と思われるうに及びもづく0)利用加工試験を打つだ。

 ユうに0)利用加工

 試験期間贈和32年6月1目～7月ユ目

 場所水産試.験場大島分場力π工場

 原・科しらひげうに生殖菓7〆625

案施要領

 原料は竜郷部落において採集、殻割、採卵、水切、散塩まで0)各工程について実地指導を兼
 ねて採卵したも0)を買付、水切、散塩後アルコールを加え半製品として分場まで輸送製品とし
 た。

 ①半製品まで0)歩留は、

 買付生殖奥7〆625

 フk{口(30分～60分)5ク～710(75%)

 撞塩水切後(30分～60分)5〆300(69%)

 塩は焼塩として水切後0准殖巣に対する1α%570匁を施塩

 アルコール添加半製品5〆400(7ユ%)

 アルコールは喝塩水切後0).原料ユ〆に対し37フ㏄(2.ユ合)0)割合2.O00ccを加えた。

 ②殻付うにに対する生殖巣0)歩留は採集地において1Q個を任意に抽出探卵0)結果は茨0)と募

り
 殻付ユO個380匁

 虫殖奥30匁殻付に対し7.9%

 水切30分後24匁〃6.3%

 ⑧煉り加工

 半製品5〆400匁を2回に分け次0)とおり加工

 1月日■原料(機品)1幕ルデ蓋1味の素i色素1製品数量1
 第1一回6月13日3〆犯0匁432㏄

 姜著2回ア月1日1〆940匁2400c

 5〆400座

7島

39

0二5艘

O.29

 3〆蝸0容器(大)52本(36匁入)
 ク(小)73本(22匁入)

 1〆9団

 5〆43口

 アルコール添加量は当初と0)計1〆当り2.9合

 ④製品5〆430匁原料生殖菓に対しプ1%

 ⑤製品0)一拙を施塩量ユQ%15%2Q%として22匁入り瓶詰として貯蔵7ケ月目0)33年2月
 1目・色沢香味について観察0)結果は次0)とおり

 一24フー



          色沢香.味
          施塩量当初i7ケ月後当初■           ■7ケ月後  

        
…

          10%淡褐色1良)1.表面や「1星亨一アルコール臭や』強いが5に特,          有の香があ蝉味良香味一層良好となる
          15%=ク1クアル;一ル臭や・強く1に細一の香あるも塩味強し塩味更に強.く.感ず一

          II1

          20%ク1ク1に鮪の香あるもアルー一ル」臭及塩味強1特有の香なく塩味強し
考察

 1.原料は竜郷において6月初旬採卵したも0)であるが採卵直後0)歩留は従来0)5%前後に比

 べ7.9%とよく色沢も良好た淡紅色を示し採卵0)最適期と思われた。

 こ0)ことから製品化する上に主要た歩留色沢についてみると地区場所そ0)他0)牛清環境に
 よる差違もあるが適期に採捕するということか採算上犬きく影響するも0)と思う。

 2.製品は長期保蔵に際し、表面が退色した今後はこ0)退色防止についても考へたい。

 2もつく0)利用加工

試験経過

 第1家(31年度から0)経続)

 包装荷造輸送費0)経滅と販売あつ碇を行うため、昭和32年3月20目梨進した塩もづくについ
 て家0)ように打つだ。

実施要領

 昨年同様塩もつく100匁をポリエチレン袋(析経ユ0cm厚0.04mm)話として両端をゴム

 輪で緒東し、鴫個をリンゴ箱を4つに仕切った申に禅請して鹿児島に出荷従来0)樽詰輸送と
 比較検討した口

発送5月6日高千穂丸定期船

着荷時0)状態(水産課調)

 ①外装異状淀し

 ②ポリエチレン詰

破損5

 破損0)原因釘打によるも0)1

 一ポリエチレン折目0)破れ一によるも0)4

 鹿児島渡販売まで0)諸経費比較

          区分1斗樽詰・荷(4〆500匁)ポ』エチレン(箱入9〆600匁諸)

          回口回'名数量単価一金額数量1単価1金額

          塩もっく1ル14〆50057256円I9〆6001-24ml5ア54ア円          タ11団1500

          ポリニチレン10001m5円40銭一129
          リニコI胆雑箱10I0一口120,20          荷費,30I30
          運貴!           」160160
          計一5ヲ68路   

       
■

   
       

一

          1〆当り■132192
          包装荷造輸送費の示める率≡,           I57%一■38%   

       
!

空笛
網代
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第2友

 引続き包装荷造輸送費0)軽減と販売あつ碇を行うため茨0)ように加工困荷販売した。

製造年月目昭和32年5月17目

製造場研大島分場加工場

 原料数量もつく.25〆200

 施塩量白塩2等6〆300(23.6k)原料もっ・くに対し2.5割

 製品29〆300

 輸送並びに販売あつ旋。

 第工茨同様ポリェチ1ノン詰として鹿児島市0)1取扱店5箇所に出荷販売宣伝を打つだ。

考察

 ①荷造包装輸送費についてみると、加工販売まで0)諸経費0)うち占める率が従来の樽詰0)場
 合0)5フ%から38%まで矧下げ・ら牝たが街着時0)破損品が多く.、そ0)原因0)大部分がポリエ

 チレン袋0)折目の部分0)破損で今後は良質0)ポリエチレン7イルムを選び更に包装外観.を良

 くする必要がある。

 ・かつお節委託加工

 趣旨委託加工を通じ加]=技術0)指導普及を行い製品0)質向上をはかる。

場所大島分場加口=場

 期間昭和32年4月～昭和32年]2月

加工数量

      「
      4月884〆884〆
      52,33620〆75〆2,431
      61,2211,068〆401112,440
      75742,3350162310ア1
      8313011,149011341563

      99521,5492,501
      1092140309541
      111281442ア2
      124646

      計9,2686,19332896016,7珊

      手数科463犯円30%5円656円%0円78921円

 効果受託製品は東京出荷上位の入札値を示し、大島がつお節晶質向上の刺戟となった。

 ・水産加工指導衣0)ように打つだ。

 1.うに加工撮導

 I警量尋1姜簑受講蓋名1塩漬まで島散まで隷。。島その他叢
 ヲ"1鋪(古里)・名1販路等につ・・て説明
2.疎製品加工講習会

 1簑1。呈、抽煮、1受講書名1綴道水著摺漬晶加熱晶1紅暴焔1
 (工〕高温た大島てば特に貯蔵性に乏しい陳製品0)欠点を改善し、如何に防衛し且貯蔵するか

 が今後0)問題となる。

 (2〕大島で比較的多獲魚とされるソウダガツオ、アジ類を主原料とし他0)魚種を適当に配合

 して周年需要に応ずる地元生産が出来る態勢を整えること。一
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節類加工試験

 (1)かつお節製造試験

試験場所県水産試験場大島分場

 試験期間亀節32隼6月5から10月6日まで

 本節32年9月ユ6日からユ2月ユ0日まで

 趣旨近海も0)として最も良質とされる本島周辺0)かつおは大島節として名声が高かっ

 たか=.戦費室自0)ため技術低下し、近年や㌧往時ρ)名声に復しつ㌧あるも未だ戦
 前に友ばたい現状である0)で二製品0)向上に寄与する目的にて本試験を実施し
 た。

有)亀節製造試験
 3う年6月畑午後1時大島西方旧式曾根で漁獲した142尾64〆6お匁(1尾平均455匁)
 水1王を度南氷漬(原料創旨肪少く鮮度良好)・
6月5日午前7時30分処理作業開始

 頭腹肉内麟除去淡水にて洗い三枚に却す
(身卸)

煮熟

 煮籠枚数ユ0段(平均1枚に15尾)

 釜入温度850C一(午前9時15分)

 釜入後温度8「C130分
 沸騰時刻(午前9時45分)j

 釜揚時刻(揃1。時。、分)1・・分

   〆匁%
   頭部11,3501ア.5

   内臓3,3305.1

   腹肉1,5602.3

   ・骨3,1004.ア

   背皮1,6302.5

   生肉43,63067.5

   計64,600100

   一
 煮熟後如露にて放水し、節面0)汚物を洗流し、半冷0)状態にて水骨抜を行い蒸篭に移し

 蒸籠9赦積にで20分聞蒸気を通し冷却後

 摺身内(煮熟嘩肉10割)にて修繕(焙干時裂傷し易い個所並びに傷0)部分に摺身を1つけ壁

 紙を張る)後書び蒸気を通し(20分間)焙干をだした。
 (註)湯通し1)工程1こより㈹セイロ殺菌の効果がある。1口jナ量漁陸の処理に適す乱

焙干

 焙干麓を.庭用し1番犬からユ0番火まで施した。

 焙干温度はユ番犬82・C～85.Cユ時間

 2番犬ユ00町

 3番犬80.C

 4番火以後80.C前後に為き節0)状態をみたがら20分乃至1時間半0)焙

 干で5番火以後は焙干と休乾を隔日・為き1とした。

 (た為こ0)馴才5番犬休乾幟工場面洩0)ため順調た焙干かできす火乾申にベトが発生し

 こ0)ことか将来かび付そ0)他に悪影響0)原因とたった。)

 ユO審火後体乾3目棚卸じ削装,傷節はバンシヤク修繕(創皮粉末6割バンシ

 ヤク4割弱を煉り修繕肉とする)後日乾箱詰し、かび付記行った。
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 かび村

 1番かびから5番かびまで行った,

 前述0)とおり順調な一賠干ができたかったこと、更に制上後かび付までに暇取ったため、

 順調たかび付0)経過を辿ら寺一番かび日乾時小虫ガイダ発生した。
 (2硫化度用殺虫)かび付経過目数一番かび目乾までユ6目以後2坊・ビ目乾まで5

 日3カビ日乾まで12日4カビ日乾まで26目5カビ目乾まで9目を要した。

 ○本節製適・識験

 9月工6日酉古見灯台沖釣獲2噂間後水揚(午前ユエ時)魚体28℃鮮度良好
 ユ04星ユ44〆600匁を井戸水(25.C)水槽内に浸漬疎水。
 同日ユ2時50分処理作業開始

 身動身割は静岡型に準じ行い雌雄両節に分け籠立
 〆匁%

頭部2口,26014.0

背皮2.1001.4

 腹肉3.6302・5

 生肉102.33070・7

言十144,24口100

 (3尾半)をだし下表0)如く煮熟をだし声・。

(煮熟)

1議会1蓋入鹿1蓋入蓬1
 時分I

N013.30730C

24.30錫

35.5075

630C

67

72

簿蟻1
時分一
4,50

5,20

6.40

釜揚
時刻
時分
5,45

6,10

7.30

 水骨抜後湯通し20分間

 9月17目摺身内(そうだがつお生身1/3そ0)他煮熟骨肉2/3)にて修繕後蒸気を30,

 40分(セイロ10枚重ね)通し焙干

 焙干1番犬から15番火まで施した(ユ2番火以後棚上乾燥)
 1番犬65.C～フ5.Cユ時間20分

 2番犬フ5.C～90.C〃

 3番人60.C～90.C1時.間20分～30分

 4番犬87oC,90oC

 5番火以後75.C前後0)温.斐で1時間、2時間焙干8番火以後火.戻0)休館繰返

 す日

 棚却日乾後創製。バンシヤク修繕。日乾後箱詰かび付(亀節製造に準ずる)

 かび付1番かびから4番かびまで実施し.た。

 本節は生切以後焙干割装共順調に進み乾燥も充分であったが2番かび巳乾にお

 いて、既に3カビ品と0)判然した区別ができたかった煉炭虞用0)ためかび付室高温
 に過た感があった0)で2番かび後室外に移した。かび付経過目数創製目乾後1番
 かび付まで!9日以後2番かび付まで10日3番かび付まで8目'4番かび付まで

 ユ2目を要し淀・。
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亀節製造歩留表

   月日1摘要1重
   月日    原料142尾一   6.56

   ク生肉4

   ク煮熟後3

   ク水骨抜後3

   ク蒸煮直後3

   ク修繕直後3

   ク蒸煮直後3

   6.6一番人2

   7二番人2

   8三番人2

   9四審火2

   10五審火/

   11休乾1

   12六審火1

   13休乾/

   L4七審火1

   15休乾1

   16休乾1

   17八番人/

   18休乾/

   /9九審火1

   20休乾1

   21休乾1

   22十審火1

   7.1削装1

   4日乾1

   16一番かび付日乾1

   21二番かび付日乾1

   812三番かび付自乾1

   28四番かび付日乾1

   9.19五番かび付日乾1

   25日乾1

   10.3目乾1

   4日乾1

   6東京向出荷

量1歩留1減量1ヌ

64.600

43.630

37.685

33.150

33.!50

33.150

33.150

25.900

23刈0

22.550

20.500

/9.350

19.450

18.520

/8.350

17.500

17.350

17.300

/6.900

/6.800

16.100

16.100

15,ω0

15.150

13.850

13.200

12.550

12,如

 12・字00
11.800

11.50

11,仙0

11.300

11,00口

備 考

〆

5.945

4.535

0
口
0

7.450

2.500

850

50

1,150

 +100雨洩のため水分吸湿

930

170

850

150

50

軸0

100

 7001順調な乾燥状態になく長時間火乾

0

500

450

1.300

6団

650

150

200

仰0

300

100

100

 300出荷のための手入
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本節製造歩留表

          月日摘要重量歩留減量月日摘要重量歩留減量

          月日04尾〆%          9.16〆%          原料〆          144,ω01001口.13休乾34,12023.64,780

          生肉/02,33070.ア14日乾33,85023.4270          〆

          煮熟後85,84059.316,49022削装後29,31020,24,540

          水骨抜後ア8,58054.3ア,26024日乾28,80019.9510

          蒸煮後75,93052.52,650
          11.9一番かび日乾27,85019.3950

          9.1ア修繕後ア5,%052.5十30/9二番かび日乾27,19518.ア655

          蒸煮後ア4,09551.21,86527三番かび目乾26,74518.5450

          一番人63,3ア043.10,725
          /2.9四番かび目乾26,380/8.2365

          9./8I          二番人5ア,26539.56,10510日乾手入26,100/8.0280

         
 

一

          19三番人52,81536.54,450

          20四審火49,48534.23,330

          2五審火47,7ア0I33.01,715

          22六審火46,13031.91,5ア0

          23七審火44,01030.42,12口

          24八番人42,81029.611200

          25休乾42,71029.510口

          26九審火41,52028.51,390

          27休乾41,17028.4150

          28十審火39,99027.61,180

          29休乾39,89027.5100

          30十一番人38,90026.9990

          10.棚上体乾1

          2十=番人'一
          3休乾

          4休乾

          5十三番火

          6休乾棚乾燥のため重量測定せず

          7休乾

          8十四番火

          9休乾

          10休乾.

          1休乾

          12十五番火
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 本試.験申におけるかび付室条件下唇己0)とおり

 (亀節)かび付室観測表  午前10時現在〔その1)

月日

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

2ア

28

29

30

31

8.1

2

天候

bo

 l〕o

L
b

]〕0

1〕

bo

 1〕o

bc

bC

bo

bC

b0

bo

b0

b0

b0

bc

bo

 l〕o

雲'量

ア
7

7
1

10

3
ア
7
7

気温 書拙寛
 最i号ヌし趾

2ア.9-

29.0

29.4

刃.5

27,5

29.3

30.6

。。。1

31,2

3/.3

31.1

31,2

3/.5

31,6

30.ア

30,3

30,6

31,5

31,0

30,1

29,9

30.8

刃11

32,0

35,0

35,0

32,5

33,5

35,0

34,5

34,7

34,0

36.5

3ア.0

35,5

34,6

36,0

37,0

36,2

36.0

36,3

35,5

36,0

34,5

36,5

36,5

36.5

37,5

37,5

38.0

弼.5

39,0

37,0

36.0

室内
最低気温

28.

28,0

28.0

 2ア、8

28,5

28,0

28,0

28,5

28,0

28,0

29,0

29,5

28,3

28,5

30,0

30,5

30.0

刃.8

29,0

28.5

四.0

29,5

29,5

29.0

29,0

29,0

28.5

2心
29,5

29.0

刃.0

湿度

%9

81

8
8

81
8

81

81

94

アア

82

81

83

81

7ア

74

ア7

摘要

詰替

 一番かび付後日乾

(平均)

 二番かび付後日乾

(平均)

 三番かび付後目乾

(平均)
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(その2)

月日 天候  昼≡旦
雷堅 気温

室内1
裏高気温1

室内
最低気温 湿度 摘 要

b0

10

10

7

1口

26.5

。。。1
2ア.7

28.2

36,0

34,0

31.0

28,5

28.5

28,5

26,5

26.5

26.0

265

85

90

90

81

80

bo

 1〕o

31.4

3001

32,5

36,5

35,5

35,5

36,0

36.0

275

27.5

285

29,5

28,5

29.0

82

81

77

81

ア7

81

1〕0

bo

 〕〕o

30.1

3口.6

29.3

36,0

36.口

36.口

34,0

36,0

35.5

29.口

29.0

265

265

28,0

28.0

29

30

31

9.1

2
3
4
5
6

b0

bC

b0

b0

bo

]〕0

1〕0

7
8
6

1
7

ア
7
7
8

29,3

29,5

29,3

29,0

29,0

28,5

29.1

29.9

2ア.8

27.6

34,5

35,5

34,5

34,0

33.口

33,0

33.口

35,0

33,0

33.0

33.0

29,0

28.

28.

2ア.9

29,0

27,0

29.0

27,0

28.0

2ア.0

2ア.0

90

85

851

81

81

81

81

80

80

76

90

 四番かび付後日乾

(平均)
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(その3)

         月日天候雲量奉.温室内室内         最高気量最低気量湿一度摘要
         一

         I10,         7o26.333.口26.58

         8

         933.026.080

         10工1026.533.027.090

         11bo728.130.026.090

         121=1025.5■31.027.084
         13O1025.633.027.090

         148.         026.333.026.084

         15正10

         16bo729.228.526.090

         17bo729.132.528.090

         18O1024.532.026.090

         19826.6一         O          一33.025.089五番かび付後日乾
         27.533.口26.985(平均)

         2030.026.080

         21r1026.031.52ア.090

         2231.527.090

         2331.528.085

         24o827.331.5.27.085

         2533.027.085

         267131.526,886(平均)
         26工1024.531.525.589

    
     
,

         271〕o725.0i32.025.090
         28bo727.431.24.57

         2930.025.09

         301〕¢28.031.          127.08
         10.1O1022.6

         229.24123.。、。12。.、一8         3bo25.431.7一

         ■一
         4bo426.233.081

         I■          25.531..8≡         ■一(平均)
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(本節)  かび付室観測表 午前10時現在

月目元侯 気温 室内
最高気温

室.内
最低気温 湿度 摘 要

10.22
23
24

b

b0

4
7
8

一23,9
25,5
24.9

37.0
3ア.0
58.5

一30,0
32,0
31.0

90
83
87.

25
26
28

b0
b0

8
6
6

一24,9
25,9
24.6

37,5
37,5
39.0

30,0
29,0
30.0

83
100
86

29工
30b0
31

11.1bo
20b
4b

101
言
1

22,1
22.1

19,9
22,5
23.7

380
37,0
34.O

34.口
32,5
36.0

32,0
30,0
27.0

26,0
25,0
25.0

95.
90
95

90
95
95

6
7
8

10

9

10

19,1
22,6
21.3

36,0
36,0
35.0

26'5
26,0
27.0

100
90
95

11

bo 24,9
23,2
25.6

弘.0
36,3
38.0

一25,0
28,2
29.0

 91一番かび付後日乾
92(平.均)
100

12
13
14

10
8

10

25,6
19,9
20.7

る9,0
36,0
35.0

29,0
25.0
.25.0

95
95
90

16
17
18 b0

10 21.6

21.5

35,0
36,0
35.0

27,0
28,0
27.0

91
95
100

19

20bo
22,2
20.6

34,5
36,1
34.O

26,0
27,0
25.5

 90二番かび付後日乾
95(平均)
91

21
22
25

10
10

17,0
20.8

34,0
35.0
3フ.0

25,0
22,0
26.0

90
83
91

26
27

b0
b0

5
7

23,2
23,5
21.2

る6.0
3ア.0
35.5

26,0
26,0
25.2

91
 91三番かび伺後日乾
90(平均)

28
29
30

3ア.0
3ア.0
33.0

26,0
25,0
18.0

95
95
85

12-2

3
4
5
6
ア

b

b0
bo

b0

10

8
1
ヨ
7

15,4
20.1

18,4
19,5
20.4

18,0
18.6

22,0
20,0
21.0

22,0
22,0
19.0

23,0
25.6

17.0

冊/・.・i

/7,01/・・01

17,0
18.8

71
93
88

88
81
82

 74四番かび付後日乾
85(平均)
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考察

 1本群島周近に漁、婆さ.牝ろかつ捨1ま,七較的に脂肪少なく、かつお節原料として最適であるが

 日帰漁業にかかわらず漁船':1漁、一獲隻に氷を使1わだい.ため漁獲時間により鮮.睦ばまちまちで、

 1尾の同一魚体でも部分により鮮.妻0)・差があり煮熟0)温.斐時間を調節しても製品にむらがで

 きるのでユ釜ごとに辞.裳0)同I程..裳0)も0)をそろえ.た。

 高気温0)当地で漁獲直後0)原料1:1氷を度い鮮.叢を保時統一することは製品0)晶質向上へ0)

 基本として是非励行き.れ左け.ればたらない。

 2亀節製造試験噂投入温.愛85.Cは.鮮.葉状態から高温に過ぎた浅・め水骨抜中に傷を生じ修繕
 を要するも0)がかたりでた,又本節製造試験0)場合投入してから沸騰まで、1番釜1時間
 20分を要し形状を悪くした。形状を悪くしないためには投入11毛から2Q.分位で沸とうするよう

 にしたい。

 3焙干は亀節で手火山(10番火まで)本筋15番人(ユエ審火まで手火山)と殆んど・予秋山によ
 ったためこ0)間における形状0)悪変1::たかったが・手火山設備0)不備な処から少量の火膨を生

 じた。

 4亀節0)努合焙干が順調にたされたかったごとが、かび付にも影欝し順調たかび付をみたか

 ったか:、本節試験は順調に進ん・だ。

 5かび付1二1外壁ブ戸ック内部板壁0)9尺×6尺X7尺(高)0)室に床下2尺0)処から気温に

 より2～3個0)煉炭で保温保湿に.勉め亥.か他0)削装遅.札0)受=I託品と同時にかび付た行った・た

 め本筋0)場合別表0)ようにゃ㌧高温に過た盛があり1時室外に移し乾燥過を調整した、ごg)
 ことから脂肪0)少い当地ク)節は削装まで0)工一睡洲頃.調に行わ牝た製品ならば温.愛30.C湿、産

 85%前後に常に保つか叉は焙干を・普通より1剛立手目に終り、若い節として処理するごとが

 かび付を.更に順調に.進め商品価値を上げる0)ではたいかと思わ.札る。
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